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Ⅰ．概 要
１． 沿 革

昭和 年 月 長崎県窯業指導所を波佐見町に設立

昭和 年 月 長崎県美術工芸陶磁器研究所を佐世保市三川内町に設立

昭和 年 月 長崎県美術工芸陶磁器研究所を長崎県窯業指導所へ統合

昭和 年 月 長崎県窯業技術センターと名称変更

昭和 年 月 長崎県窯業試験場と名称変更

平成 年 月 現在地へ移転し、長崎県窯業技術センターと名称変更

平成 年 月 組織を改組し、総務課、研究企画課、戦略・デザイン科、

陶磁器科、環境・機能材料科を設け、現在の 課 科制とする

２． 業務内容

陶磁器産業及び無機材料関係の産業を支援するために、研究開発・技術相談・依頼試験・人材養成・

情報発信などの業務を実施している。

（主な業務）

研究業務

陶磁器産業を支援するため、ライフスタイルや社会情勢の変化に対応した、競争力のある製品開発・

技術開発を行っている。また、新事業を創出することを目的として、新素材や新プロセスを用いた

製品を開発している。さらに、産学官との共同研究により開発のスピードアップを図っている。 

技術支援

陶磁器、デザイン及び無機材料全般に関する技術相談に応じている。また、製品試作や研究に必

要な設備機器の開放を行っている。さらに、人材養成のための各種研修や情報提供を実施している。

依頼試験

企業や団体等からの依頼による、各種材料や製品の分析・測定・機能に関する試験を実施している。 

３． 組 織

（令和 年 月 日～令和 年 月 日） 
総務課 （庶務・会計）

研究企画課 （研究方針の企画、研究推進・評価、新産業創造課・大学等

との連絡調整業務）

所長 次長 環境・機能材料科（無機材料分野における環境関連技術、新製品・新技術の開

発に係る業務） 

陶磁器科 （陶磁器分野における製造技術及び新製品開発に係る業務）

戦略・デザイン科（デザイン分野及びマーケティング分野の機能強化による

新製品開発に係る業務）
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４． 職員の配置・職員名簿 （令和 年 月 日現在） 
職員配置表

（ ）内は兼務

職員名簿

職 員
配置状況（現員数）

全体 所長 次長 総務課 研究企画課 環境・機能材料科 陶磁器科 戦略・デザイン科

事務吏員

技術吏員（研究員）

技術吏員（技 師）

会計年度任用職員（非常勤）

計

所 属 職 名 氏 名

所 長

次 長

宮 本 智 美

永 石 雅 基

総 務 課 課 長

係 長

会計年度任用職員

田 中 義 孝

大久保 慶 一

山 口 里 美

研究企画課 課 長 兼

専門研究員（兼）

主任研究員

主任研究員（兼）

永 石 雅 基

依 田 慎 二

狩 野 伸 自

高 松 宏 行

陶 磁 器 科 科 長

専門研究員

主任研究員

技 師

技 師

会計年度任用職員

吉 田 英 樹

河 野 将 明

稲 尾 恭 敬

山 口 英 次

岩 永 省 吾

小 林 孝 幸

環境・機能材料科 科 長

主任研究員

研 究 員

技 師

会計年度任用職員

秋 月 俊 彦

高 松 宏 行

浦 郷 寛 康

木 須 一 正

増 元 秀 子

戦略・デザイン科 科 長

専門研究員

研 究 員

会計年度任用職員

桐 山 有 司

依 田 慎 二

久田松 学

石 原 靖 世
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５．令和 年度決算 （単位：円）

事 業 名 決 算 額 備 考

窯業技術センター運営費

依頼試験費

技術人材養成事業

経常試験研究費 （本課執行備品購入費は含まない）

戦略プロジェクト研究推進事業

長崎県知的財産活用推進事業

総務管理費等

合 計
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６６．． 土土地地・・建建物物（（令令和和 年年 月月１１日日現現在在））

敷 地 面 積 ｍ２

建物延面積 ｍ２

構 造 鉄筋コンクリート 階建

配 置 図
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７７．． 主主要要設設備備・・機機器器

名 称 型式・仕様・機能 製作所名
設置
年度

浸透試験機 「がいし試験方法」の
吸湿試験用

前川試験機

全自動ガス吸着量測定装置
オートソーブ１
定容法、比表面積・細孔分布測定

カンタクロム

携帯用マイクロスコープ
倍率： 倍～ 倍又は 倍～ 倍

キーエンス

赤外線サーモグラフィー 測定温度範囲： ℃～ ℃
最小温度分解能： ℃～ ℃

チノー

ローラーマシン 最大石膏型寸法：深さ 内
鏝）高さ 外鏝）

高浜工業

真空凍結乾燥機 除湿量： 、ストラップ
乾燥温度： ℃

フーリエ変換赤外分光光度計
測定範囲： ～ ㎝

日本分光

固液界面解析システム
測定範囲： ～ °、精度： °

クルス

気孔径分布測定装置 水銀圧入式
測定範囲： ～ μ

カンタクロム

クリープメータ自動解析装置 測定変形範囲 ～
測定応力範囲 ～

山電

３次元入力装置
スキャン領域： ・

ローランド ディー ジー

３次元モデリング装置
Ⅱ

動作範囲 ×400mm ×155mm
ローランド ディー ジー

原子吸光光度計分析システム
フレーム、ファーネス対応

サーモフィッシャー 
サイエンティフィック

耐火度試験機
小型超高温炉

＋ ガスによる直接炎加熱方式
戸田超耐火物

エネルギー分散型Ｘ線分析装置
検出範囲 ～

サーモフィッシャー

サイエンティフィック

テフロン内筒型反応容器
型

最高使用温度 ℃
使用圧力 、容積

耐圧硝子工業

色彩輝度計
測定輝度範囲： ～

トプコンテクノハウス

圧力鋳込み装置
・ ・

大型、中型、小型（可動式）
圭成鉄工

自動乳鉢
石川式撹拌擂潰機型式

小型磁製乳鉢（ 号）
石川工場

次元設計システム

モデリングソフトウェア
センサブルテクノロジーズ
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名 称 型式・仕様・機能 製作所名
設置
年度

大型 モデリングマシン 軸の動作範囲： × ×

㎜

岩間工業所

減圧蒸留濃縮装置
蒸発容器容量：

清水理化学機器製作所

赤外線水分計
測定方式：加熱乾燥・質量測定方式

ケット科学研究所

卓上加工機 動作範囲： × × オリジナルマインド

可搬型デジタルマイクロスコープ 最大倍率 倍、コードレスで観察

可能

ニコン

スクロールコンプレッサ

定格出力： 馬力

制御圧力： ～

吐出し空気量 以上

アネスト岩田

５軸モデリングマシン 軸の動作量： × ×

㎜ ± ° °

岩間工業所

冷熱衝撃試験機
温度域： ～ ℃、 ～ ℃
テストエリア： × ×

試料重量：～

エスペック

押出成形機 混練・真空脱気・押出機能一体型ス

クリュー径

宮崎鉄工

Ｘ線透過式粒度分布測定装置
Ⅲ

測定可能範囲 μ ～ μ
マイクロメリティックス

Ｘ線回折装置 管電圧 、管電流

管球 （銅）

スペクトリス

走査型電子顕微鏡 ショットキー電界放出形電子統
二次電子分解能 （ ）

日本電子

元素分析計 炭素、窒素、水素同時分析
試料室：数 、精度

サーモフィッシャー

サイエンティフィック

コーン貫入自動載荷装置
試験方法 に準拠

札幌谷藤

土の自動突き固め試験機
型

西日本試験機

遠赤外線分光放射率計
測定温度： ～ ℃

波長範囲： ～20µm

サーモフィッシャー

サイエンティフィック

、
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名 称 型式・仕様・機能 製作所名
設置
年度

レーザー回折式粒度分布測定装置

マスターサイザー

測定範囲： ～ µm

懸濁液、エマルション及び乾燥粉体

スペクトリス社

マルバーン事業部

Ｘ線分析顕微鏡 線照射径 φ µm

測定元素 ～

堀場製作所

高精度 プリンタ
積層ピッチ μ 又は μ
造形サイズ × ×

モデル材料 アクリル系硬質樹脂他

ストラタシス社

視感透過率測定器
視感度フィルターφ
測定再現性 ± ％以内
測定光束 φ

朝日分光

ガス置換管状電気炉 温度設定範囲 ～1200℃

セラミックス管：φ ×

アズワン

セラミックトナー印刷システム

特別仕様 無機顔料トナー用

プロファイル設定

印刷解像度 ×
印刷用紙サイズ

サンリュウ

熱分析装置
高温型 ～ ℃

標準型 ～ ℃
高温型 ～ ℃

リガク

イオンクロマトグラフ
溶離液自動調整機能付
オートサンプラー陽、陰イオン有機酸
成分の分析可能

サーモフィッシャー 
サイエンティフィック

ポータブル３ スキャナ 精度 最大

測定可能範囲 ～

アメテック

電気炉
最高温度 ℃（酸化焼成）
炉内寸法幅 高さ 奥行

九州熱学

蛍光Ｘ線分析装置

測定対象元素ホウ素（Ｂ）～

ウラン（Ｕ）、マッピング機能、

の微小部測定

スペクトリス

デュアル３ プリンター
デュアル プリンター

プリントエリア

ネオクールアスピレーター ヤマト科学

インキュベーター
冷凍機付インキュベーター

内容量
社

海洋付着物観察システム エポックワールド

、 、
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名 称 型式・仕様・機能 製作所名
設置
年度

万能試験機 オートグラフ 島津製作所

熱機械分析装置 測定方式：示差膨張方式

測定温度範囲：室温～ ℃
リガク

粉末固着式３ プリンタ 造形範囲 ㎜ ㎜

酸化・還元雰囲気可変電気炉 最高温度 ℃（酸化・還元）

炉 内 寸 法 幅 高 さ 奥 行

九州熱学

恒温恒湿器 タバイエスペック

ＮＣローラー成形機 成形品サイズ：外ゴテ皿類φ

内ゴテ φ ×

高浜工業

イオン濃度測定システム 銀イオン電極 堀場製作所

自記分光光度計
波長範囲 ～

日立ハイテクサイエンス

乾式自動密度計
Ⅱ

セル容積 ㎤ ㎤ ㎤
マイクロメリティックス

Ｘ線断層撮影装置 最大測定可能サイズ φ 51×185mm

撮影

アールエフ

ディープラーニングシステム

メモリ

、

、

重量変化計測システム 秤量

最小表示 mg

エー・アンド・デイ

超音波洗浄機

－

大型二周波超音波洗浄器（分離型）

槽内寸法（㎜） × ×

発振周波数：

アズワン

特定小型電力無線機器

ワイヤレスシステム

ダイバシティワイヤレスチューナー

ダイバシティワイヤレスユニット

ワイヤレスマイク（ハンド型）

ワイヤレスマイク（タイピン型）

壁取付用ワイヤレスアンテナ

ワイヤレスアンプ

デジタル粘度計

１

型回転粘度計

温度プロープ及びプローブクリッ

プ含む

ブルックフィールド社
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名 称 型式・仕様・機能 製作所名
設置
年度

版下出力装置

サーマルディジプレートシステム

出力範囲 × ㎜558 220〜775

出力解像度

三菱製紙

分光測色計
波長範囲 ～

コニカミノルタジャパン

除湿乾燥機
温度調節可能範囲（外気温度＋ ℃）～ ℃

エスペック

全自動ガス吸着装置
－

比表面積, 細孔分布, 蒸気吸着測定
マイクロトラック・ベル
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８８．． 依依頼頼試試験験手手数数料料 令和 年 月 日現在

（単位：円）

項 目 手数料単価 備 考 項 目 手数料単価 備 考

耐 火 度 件

※

内

訳

Ｘ 線 回 折
チャート紙のみ

吸 水 率 〃 解析つき

収 縮 率 〃 偏 光 顕 微 鏡 試料

定 性 分 析 試料

電 子 顕 微 鏡

試料製作が容易なもの

定 量 分 析 成分 試料製作に時間を要するもの

※ 応 用 試 験

１ 件

～ 成分分析を要するもの

気 孔 径 分 布 試料

※

内

訳

粒 度 試 験 篩分析含む
焼 成 試 験

～
別表

ベ ン ド

熱 膨 張 ～ ℃ 衝 撃 強 さ

熱 分 析
示差熱・熱天秤・熱

膨張 ∼ ℃

ば ち 試 験

耐 薬 品 性 試 験 耐酸性・耐アルカリ性

オートクレーブ 光 沢 度 測 定 件

熱 衝 撃 強 さ タイルの寸法測定 長さ、幅、厚さ、裏あしの高さ

比 表 面 積 溶出試験

（鉛またはカドミウム）
・食品衛生法に基づくもの

・ 試料 点（検体）まで
曲 げ 強 さ

見 掛 気 孔 率

カ サ 比 重
輝 度 測 定

時間以内

真 比 重 試料 点 時間を超える

圧 縮 強 さ

◎加 工 調 整

～ 原材料等調整（別表）

遠赤外線放射率 ～ ℃ 図案調整（別表）

白 色 度 製品設計（別表）

鋳込泥漿調整 粘度測定含む 成績証明書謄本交付手数料 件

（別表）

◎加工調整

原

材

料

等

調

整

簡単又は所要時間が短いもの

複雑又は所要日数が 日程度のもの

技術的に難しく所要日数が 日を超え 日以内

技術的に非常に難しく所要日数が 日を超える

もの

図

案

調

整

所要日数が 日以内のもの

所要日数が 日を超え 日以内

所要日数が 日を超え 日以内

技術的に難しく所要日数が 日を超え 日以内

技術的に非常に難しく所要日数が 日を超える

もの

製品

設計
ＰＣによる型データ加工（ 時間あたり）

焼成試験

ガ

ス

窯

容積 ３ 条件 素焼 本焼

電

気

炉

出力
条件 素焼 本焼

未満

以上 未満

以上 －



− 11−
- 11 - 
 

９． 開放設備使用料 令和 年 月 日現在

機 器 名 用 途 設置部屋名
使用料

（円／時間）

ジョークラッシャー

ロールクラッシャー

スタンプミル

スプレードライヤー

ボールミル（ ㎏～ ㎏）

振動ミル（ ㍑）

アクワマイザー

ポットミル

フィルタープレス

振動篩

真空土練機

除鉄機

卓上型ニーダー

撹拌装置

自動乳鉢

原料混合機

万能撹拌機

遊星型ボールミル

製 土 関 係 陶石などの粗粉砕

〃 中粉砕

〃 微粉砕（乾式）

セラミックス微粉体の作製

〃 の微粉砕（湿式・乾式）

〃 〃 （ 〃 ）

〃 〃 （ 〃 ）

〃 〃 （ 〃 ）

㎏～ ㎏程度の原料を脱水

水簸した原料を分級

陶土を練り気泡を抜く

原料の鉄分を取り除く

高粘性坏土の混練

鋳込み泥漿の撹拌

絵具などの微粉砕

原料の混合

加熱・減圧下での原材料の混合・撹拌

セラミックスの微粉砕（湿式・乾式）

石膏型ロクロ

真空撹拌機

ボール盤

平面研削盤

モデリングマシン

大型 モデリングマシン

軸モデリングマシン

石膏型関係 石膏型の成形用・原型用

石膏スラリーの撹拌・脱気

石膏型等の穴あけ加工用

石膏型の平面（平行）研削加工

切削加工による石膏型の作製

（加工動作範囲（ ）： × × ）

切削加工による石膏型の作製 
（加工動作範囲（ ）： × × ）

切削加工による石膏型の作製

（加工動作範囲（ ）:450×660×420 ）

機械ロクロ

乾燥機（ハイテンプオーブン）

乾燥機（内容量 ㍑）

除湿乾燥機

押出し成形機

ローラー成形機

球形整粒機

単軸造粒機

高速混合造粒機

小型試料成形機

新型ローラーマシン

ＮＣローラー成形機

圧力鋳込み装置（大）

圧力鋳込み装置（中）

圧力鋳込み装置（小）

回分型反応装置

成 形 関 係 各種試作品の機械ロクロ成形

型などの温風乾燥

生地や顔料の温風乾燥（ ℃以下）

石膏型や生地などの温風乾燥

パイプや棒状の成形体を練土の状態で造る

厚さ ～ 、巾約 ㎝～ ㎝の陶板作製

押し出し品の転動による球形整粒

セラミックスの押し出し造粒

乾粉を転動により造粒

静水圧により試料の成形

碗類の自動成形（ヘッドのスライド可能）

碗類の自動成形（ヘッドの NC 制御可能） 
試作品の圧力鋳込成形 

（型の設置寸法（ ）： × ） 
〃 （型の設置寸法（ ）： × ）

〃 （型の設置寸法（ ）： × ）

顔料の合成

乾 式 粉 砕 室

〃

〃

〃

湿 式 粉 砕 室

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

新素材実証試験室

試 作 成 形 室

絵 付 室

湿 式 粉 砕 室

新素材実証試験室

絵 付 室

石 膏 成 型 室

〃

〃

〃

 デジタル造形室

〃

〃

試 作 成 形 室

石 膏 成 型 室

絵　　付　　室

成　　形　　室

新素材実証試験室

湿 式 粉 砕 室

新素材実証試験室

〃

〃

〃

試 作 成 形 室

電 気 炉 室

湿 式 粉 砕 室

〃

〃

絵　　付　　室
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機 器 名 用 途 設置部屋名
使用料

（円／時間）

スクリーン印刷機（手動）

三本ローラー

サンドブラスト機

ワークステーションシステム

版下出力装置

３次元入出力システム（入力のみ）

デジタル膜圧計

高精度 プリンタ

ポータブル スキャナ

粉末固着 プリンタ

デザイン関係 スクリーンによる転写紙の印刷、転写

絵具や顔料の粉砕

砂を噴射して、器物の表面をレリーフ加工

コンピュータにより 次元の形状を創作

コンピュータにより版下を作製

既存形状のコンピュータへの読み込み

版や印刷物の厚み測定

コンピュータで作成した データを高精度に立体形状で出力

物体を数値化した データに変換

コンピュータで作成した３ データを立体形状で出力

電気炉（ 未満）

電気炉（ 以上）

電気炉（ ℃以下）

高温電気炉

フリット溶解炉

小型熱処理炉

可変雰囲気炉

自動焼成ガス炉（ ３）

〃 （ ３）

〃 （ ３）

還元用電気炉

大型陶板用ガス窯

放電プラズマ焼結装置

焼 成 関 係 テストピースの焼成試験用

製品の焼成試験用（約 ℃まで）

テストピースの焼成試験用（ ℃まで）

アルミナなどの焼成（約 ℃まで）

ガラスの製造（約 ℃まで）

急熱急冷試験や小さい試料の焼成

真空及び水素雰囲気等で焼成（約 ℃まで）

テストピース及び製品の焼成

〃

〃

〃

大型陶板（約 ㎝角）焼成用

直流パルス放電による粉体の迅速な焼結

曲げ強度試験機

摩耗試験機

摩耗試験機（落砂式）

耐圧試験機

衝撃試験機

浸透試験機

耐凍害性試験機

耐電圧試験機

試 験 関 係 陶磁器用材料等の曲げ強さの測定

釉薬や上絵具面等の摩耗性について試験

〃

レンガや陶磁器製品の圧縮強度の測定

陶磁器製品のインパクトチッピング試験

素地の焼結状態を観察

建築用粘土製品の凍害に対する抵抗性を観察

電気用品安全法に基づく絶縁耐圧の試験

自記分光光度計

分光測色計

赤外分光光度計

遠赤外線分光放射計

偏光顕微鏡

自動密度計

全自動ガス吸着測定装置

熱分析装置

熱伝導率測定装置

色彩輝度計

元素分析計

計測・評価

関係

絵具、顔料のスペクトル測定

焼成品の白さや色調測定

原料や有機材料の成分測定

セラミックスからの放射エネルギー測定

鉱物などに含まれる結晶形態の観察

生原料や焼成粉末原料の密度を測定

粉体の表面積を測定

陶土や原料の加熱変化の測定

材料の熱伝導率の測定

発光体の輝度を測定

粉体に含まれる炭素窒素の測定

加 飾 研 究 室

〃

工 作 室

デザイン研究室

加 飾 研 究 室

デジタル造形室

加 飾 研 究 室

デジタル造形室

〃

〃

デジタル造形室

〃

技 術 研 修 室

電 気 炉 室

〃

〃

〃

焼 成 室

〃

〃

〃

〃

電 気 炉 室

材 料 試 験 室

デジタル造形室

〃

材 料 試 験 室

〃

〃

〃

暗室スタジオ室

第２機器分析室

技 術 研 究 室

第２機器分析室

電子顕微鏡室

暗室スタジオ室

第１物性測定室

〃

〃

製 品 試 験 室

暗室スタジオ室

第２物性測定室

技 術 研 究 室

第1物性測定室

Ｘ 線 室

製 品 試 験 室

微小ビッカース硬度計

ゼータ電位測定装置

粉末Ｘ線回折装置

原子吸光分光光度計分析システム

釉薬等の硬さ測定

粉体の表面電荷の測定

原料の種類や成分測定

鉛・カドミウムの測定
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機 器 名 用 途 設置部屋名
使用料

（円／時間）

ｐＨメーター（試料調整含む）

ｐＨメーター（試料調整無し）

細孔分布測定器

熱膨張計

レーザー回折式粒度分布測定装置

Ｘ線透過型粒度分布測定装置

走査型電子顕微鏡

走査型電子顕微鏡用エネルギー分散型Ｘ線分析装置

オートクレーブ

鉛筆硬度試験器

破壊靱性測定装置

可塑性測定装置

デジタルマイクロスコープ

蛍光Ｘ線分析装置

デジタル変角光沢計

赤外線サーモグラフィー

固液界面解析システム

ガスクロマトグラフ

Ｘ線分析顕微鏡

イオンクロマトグラフ

Ｘ線断層撮影装置

計測・評価

関係

泥漿などのペーハーを測定

〃

石膏等多孔質材の孔の大きさ及び割合の測定

焼成した素地、釉薬の熱膨張を測定

粉体粒子の大きさや割合を迅速に測定

陶土・釉薬等の粒子の大きさや割合を測定

製品内部や粒子形状を拡大し観察

微小領域の元素分布と分布状況を測定

絵具などの安定性試験

釉薬の表面硬度の測定

素材の破壊靱性値を測定

陶土の粘性や可塑性を測定

製品の表面を拡大し観察

試料の定性、定量分析

磁器の表面の光沢度を測定

製品の表面温度をカラー画像で観察

固体材料表面と液体とのぬれ性を測定

ガス成分の分析

光学顕微鏡による観察と元素分析及び分布状態測定  
溶液中のイオン成分の定量分析 
製品や素材内部を非破壊で観察

旋盤

ダイヤモンドカッター

フライスボール盤

ノコ盤

セラミック用オビノコ

マルトーカッター

試料抜取装置

マイクロカッター

グラインダー

ダイヤ液噴射装置

琢磨機

高精度研磨機

小型レーザー加工機

工作・加工

関係

工具などの平面研削加工

素地など高精度切断

金属や焼成品の穴あけ加工

ロクロ用ヘラ作製などの切断

セラミックスなどの切断

測定用試料などの切断

測定用試料の抜き取り加工

小さな原料や材料の精密切断

各種試料の面出し・粗研磨

高精度研磨機にダイヤモンド砥粒の自動供給

測定用試料の鏡面仕上げ

測定用試料の研磨仕上げ

レーザーによる素材の切断や表面加工

 

 
 
 

材料開発実験室

〃

〃

第３物性測定室

〃

〃

電子顕微鏡室

〃

材 料 試 験 室

デジタル造形室

材 料 試 験 室

技 術 研 究 室

〃

第2機器分析室

暗室スタジオ室

〃

材 料 試 験 室

材料開発実験室

Ｘ 線 室

第1機器分析室

Ｘ 線 室

工 作 室

〃

〃

〃

〃

〃

〃

耐火度試験室

電子顕微鏡室

〃

〃

〃

加 飾 研 究 室



− 14−

- 14 - 
 

Ⅱ．研究業務 
１．経常研究 

事 業 名 可塑性原料の探索とそれを用いた陶磁器素材の開発（応用研究）

担 当 者 吉田 英樹、稲尾 恭敬、久田松 学、山口 英次、小林 孝幸、岩永 省吾

研究期間 平成 年度～令和 年度

研究目的
日用食器製造に必要な陶磁器原料（天草陶石、可塑性原料、釉薬原料）の調査を実施する

とともに、今後、主流となっていく天草陶石に可塑性を付与した新陶土の開発と陶磁器製造
に係る品質管理技術を体系化し、産地の技術支援の充実を図る。

研究内容

可塑性原料および天草陶石、天草陶土の性状把握と特性の評価（鉱物組成、化学組成、
粒度分布、色度）を本年度も引き続き実施した。

また、これまで調査してきた可塑性原料の中から選定した最も可塑性の高い原料と脱鉄
陶石を配合した試験陶土を波佐見陶磁器工業協同組合と共同で試作した。この陶土を窯元
及び生地メーカーに提供して、ローラーマシン及び機械ロクロにより皿、飯碗、鉢などの
成形性評価を実施するとともに、本焼成後の特性評価を行った。

さらに、工業組合員の使用原料および焼成した素地の特性評価と温度分布測定を、昨年
度に引き続き実施した。

研究成果

新陶土の開発に用いる各種原料については、 年間で 種の原料性状の把握ができた。

ローラーマシン及び機械ロクロによる試作陶土の評価の結果、成形性や加工性、焼成品の

白色度などが従来の天草陶土と同等以上であることが確認できた。

また、工業組合員に対する各種試験においては、 年間で 社のべ 基分の窯のデータ

を取得できた。以上の各種データは初年度に構築した陶磁器データベースに登録し、産地の

技術支援に有効活用した。

事 業 名 デザインを活用した県産品の競争力強化のための商品開発支援の研究（応用研究）

担 当 者 桐山 有司、友池 知郁

研究期間 平成 年度～令和 年度

研究目的

デザインが、狭義の表面的・装飾的な解釈から、商品開発の着想から販売までのプロセス
全体という本来の広義の解釈へと移行しているなか、本県中小製造業においては、まだまだ
自社の技術等が優先され、デザインが開発後半の装飾的なプロセスで用いられる場合が多
く、ユーザーや市場を起点としたデザイン思考による商品開発が行われていない現状にある。
このため本研究では、企業がユーザーニーズにマッチした商品開発が実践できるよう、デ

ザイン思考を導入した商品開発に取り組む。

研究内容

陶磁器や食品等の県産品を対象に、デザイン思考を導入した行動観察や調査等から現状把

握、課題抽出、ターゲットとなるユーザー、市場、コンセプト等の設定により、ユーザーニ

ーズを掘り起こした商品開発を実践する。

県産品のケーススタディとして、五島椿油を対象に、企業、県立大学と共同で研究を実施

した。学生とともに既存商品及び競合品の現状調査、学内でのアンケート調査、売場での行

動観察等を行い、調査結果をもとに開発品のコンセプト等を設定。企業と共同で試作品を作

成し、試作品の試用評価と改良を繰り返し、五島椿油の製品化を行なった。

また、もう一つのケーススタディとして、陶磁器を対象に、企業、活水女子大学と共同で

研究を実施した。学生とともに 日の生活の中から日常生活の不便さや課題、あったら良い

モノ等を洗い出し、開発品のコンセプト等を設定。企業と共同で試作品を作成し、試作品の

試用評価と改良を繰り返し、食器以外の陶磁器製品の製品化を行なった。
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研究成果

五島椿油については、現状調査からターゲットを 〜 代の女性に設定し、保湿性の高

さを活かしたヘアオイル以外の肌ケア用品に開発品を絞り込んだ。開発アイテムをフェイス

パックに設定し試作品を製作。試作品のターゲットによる試用評価と改良を繰り返し、最終

製品を開発した。
陶磁器については、 日の生活シーンを観察し、不便さや課題が多い所が玄関周りと洗面

周りだったことから、これらの場所に絞り込み不便さや課題の対象となるアイテムとコンセ
プト等を検討し試作品を製作。試作品の試用評価と改良を繰り返し、最終製品を開発した。

事 業 名 高機能セラミックス製品の プリンティング技術開発（応用研究）

担 当 者 依田 慎二、秋月 俊彦

研究期間 令和 年度～令和 年度

研究目的

令和 年度までに行った経常研究「 プリンタを利用した陶磁器生地製造技術の開発」の
プリンタによる陶土造形技術を応用して、造形物の製品化を視野に入れた装置の改良や精

度よく造形するためのノウハウの蓄積を行い、新たな素材と形状をした高機能セラミック製
品を開発できる環境を整える。

研究内容 陶土をプリンタノズルへ送り込む装置を開発するための実験を行った。

研究成果

これまでに開発したポンプ式移送装置と比較して、硬い陶土の移送が可能になった。

柔らかい陶土では造形物の形状やサイズが制限されていたが、造形する製品の設計の自由

度が増した。

事 業 名 陶磁器関連製造技術を活用した多孔質素材の開発（基盤研究）

担 当 者 山口 典男、高松 宏行、浦郷 寛康

研究期間 令和 年度～令和 年度

研究目的

陶磁器への保水・透水機能の付与と軽量化を目的とした、陶磁器産地の既存設備等で製

造可能な多孔質セラミックス素材を開発し、食器以外の新しい製品として、水分制御に適

した多孔質植栽鉢、アウトドア用多孔質耐熱調理器具への展開を図る。

研究内容

水分コントロール特性（保水、透水、揚水）を有する開気孔多孔体の製造方法を検討す

る。また、熱的特性（耐熱衝撃性、熱膨張率、熱伝導率）への気孔構造（気孔率、気孔径）

の影響について検討する。

無機の粗粒に低温で溶解するバインダーを添加した成形体を試作し、開気孔が形成され

ていることが確認された。また、長石の配合量を低減させた配合土を試作し、成形後、高

温で焼成したところ、多孔質で焼成腰が強い焼成物が得られた。さらに、低熱膨張、耐熱

衝撃に優れるコージェライトを添加した配合土を試作し、その泥漿への気孔導入プロセス

について検討した。

 
 
 
 
 
 

研究成果
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２．可能性試験  

事 業 名
技術を活用した焼成炉内温度分布のリアルタイム可視化に関する可能性調査

研究マネジメント

担 当 者 稲尾恭敬、吉田英樹、山口英次

研究期間 令和 年 月１日 ～ 令和 年 月 日

研究目的

陶磁器製造用焼成炉はガスバーナーを熱源とすることで窯の温度を制御している。これま

での調査でガスバーナーからの距離や棚の上下などで焼き上がり時の熱カロリー差が生じ

ていることはわかっているが、炉内全体の温度変化をリアルタイムに計測・記録した事例は

ない。そこで、本研究では焼成炉内温度分布のリアルタイム可視化を目的に、 技術を活

用した炉内温度分布の計測及び記録の可能性について検討した。

研究内容
温度センサーと、センサーから取得したデータを蓄積するための機器を調査した。また、

調査した機器を用いて炉内温度分布のリアルタイム可視化を試みた。

研究成果

３．研究発表

研究成果発表会

期 日 令和 年 月 日（金）

方 法 オンライン（ 利用）

参 加 者 名（オンライン視聴申込人数）

口頭発表

研 究 テ ー マ 発表者

高齢者の生活特性に配慮した商品開発手法の構築 桐山 有司

製品のカラフル化に対応する釉薬の多色化技術の研究 吉田 英樹

デジタル印刷技術を利用した転写紙作製技術に関する研究 久田松 学

プリンタを利用した陶磁器生地造形技術の開発 依田 慎二

表面剥離型防汚材料に関する研究 高松 宏行

県内の無機材料を活用した抗菌・防カビ剤の開発 山口 典男

　窯の温度に耐えることが出来る温度センサーとして、K型、R型熱電対を用いた。また、
温度センサーから取得したデータを蓄積するための機器としてラズベリーパイを用いた。
福岡県工業技術センターが無償提供するIoT支援キット付属のソフトウェアをラズベリーパ
イにインストールし、長崎県工業技術センターの支援により支援キットの操作方法及び温
度センサー接続用の回路作成を行った。本研究の成果としては、電気炉及び0.1m3ガス焼成
炉に温度センサーを設置、ラズベリーパイにて酸化焼成及び還元焼成における温度データ
を蓄積することが出来た。また蓄積した温度データを遠隔でリアルタイムに閲覧できるこ
とを確認した。製品の歩留まりに影響を及ぼす焼成温度、CO濃度などリアルタイムに可視
化することで、焼成不良の発生原因をつきとめる判断材料として利用することが出来るた
め、今まで以上の企業支援が期待できる。
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口頭発表（ポスター発表を含む）

題 目
発表者

○印は講演者
会 名 期 日（場所）

表面剥離型防汚材料に関する研究
〇高松 宏行
吉田 英樹

令和 3年度九州・沖縄

産業技術オープン

イノベーションデー

令和 年 月 日

（オンライン開催）

県内の無機材料を活用した抗菌･

防カビ剤の開発

〇山口 典男
狩野 伸自
秋月 俊彦

プリンタを利用した陶磁器生

地造形技術の開発

〇依田 慎二
秋月 俊彦

 

４．共同研究 

長崎県産業労働部試験研究機関共同研究実施要領に基づき、 課題について共同研究を実施した。

開 発 課 題 共同研究者 担当者

伝統的釉薬の開発 個人 吉田 英樹

光触媒材料等を活用した実証試験 醸造業 狩野 伸自

輻射活用型放熱技術の実用化に向けた検討 電気機械器具製造業 山口 典男

未利用原料を活用した新陶土の開発 陶磁器製造業

吉田 英樹

稲尾 恭敬

山口 英次

小林 孝幸

木須 一正

機能性釉薬を活用した製品開発 陶磁器製造業

狩野 伸自

小林 孝幸

木須 一正

抗菌製品の開発 陶磁器製造業

高松 宏行

木須 一正

吉田 英樹

山口 英次

小林 孝幸

和絵具の絵付け時に添加する調整材の検討 上絵組合

吉田 英樹

稲尾 恭敬

小林 孝幸

山口 英次

光触媒材料等を活用した機能性釉薬の開発 窯業・原材料

狩野 伸自

小林 孝幸

木須 一正
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開 発 課 題 共同研究者 担当者

レーザー加工機を活用した新商品の開発 工業用ゴム製品製造業
吉田 英樹

石原 靖世

消火塗料の開発
特殊車両製造業

塗料製造業

高松 宏行

桐山 有司

耐衝撃材料の開発
機械設備製造業 
陶磁器製造業

高松 宏行

吉田 英樹

依田 慎二

友池 知郁

小林 孝幸

山口 英次

セラミック複合体の開発 陶磁器製造業
吉田 英樹

稲尾 恭敬

機能性釉薬を活用した陶磁器製品の商品開発 陶磁器卸売業
狩野 伸自

小林 孝幸

消臭・抗菌用光触媒フィルタモジュールの実用化研究
照明器具販売店

個人
狩野 伸自

無機廃棄物を利用した粒径の異なる造粒体の作製 産業廃棄物処理業 山口 典男

リサイクル材を活用した加飾材料の開発 陶磁器製造業

稲尾 恭敬

小林 孝幸

吉田 英樹

新分野製品の開発 陶磁器工業協同組合

吉田 英樹

稲尾 恭敬

久田松 学

山口 英次

小林 孝幸

岩永 省吾

桐山 有司

依田 慎二

友池 知郁

石原 靖世

光触媒セラミックスフィルターを活用した紫外線照射装置の

開発
陶磁器製造業 狩野 伸自

比表面積を増やした光触媒粉末の開発 鉱物・土石粉等処理業 狩野 伸自

内装パネルの高機能化 機械器具製造業
秋月 俊彦

山口 典男

抗菌製品の開発
陶磁器卸売業

陶磁器製造業

高松 宏行

桐山 有司

友池 知郁

小林 孝幸

山口 英次

多孔質無機系建材に関する研究 工業材料製造業
山口 典男

浦郷 寛康



− 19−
- 19 - 
 

開 発 課 題 共同研究者 担当者

機能性食器の開発 陶磁器製造業
稲尾 恭敬

久田松 学

香り成分を徐放する製品の開発
陶磁器製造業

リサイクル業

高松 宏行

増元 秀子

桐山 有司

依田 慎二

友池 知郁

石原 靖世

機能性釉薬を活用した陶磁器製品の開発 陶磁器製造業

狩野 伸自

小林 孝幸

木須 一正

陶磁器廃棄物のリサイクル技術の開発 生地業

稲尾 恭敬

吉田 英樹

小林 孝幸

セラミックス造形材に適した釉薬の開発
陶磁器製造業

ガラス製品製造業

吉田 英樹

山口 英次

ペット用機能性陶磁器の開発 陶磁器製造業
高松 宏行

木須 一正

海草用肥料徐放材料の改良 農業・漁業用具製造業
高松 宏行

小林 孝幸

原料の品質管理技術の開発 製土業
秋月 俊彦

木須 一正

陶磁器製保存容器の開発 陶磁器製造業

吉田 英樹

山口 英次

小林 孝幸

依田 慎二

機能性釉薬を活用した生活雑貨製品の商品開発 陶磁器製造業 狩野 伸自

海洋構造物に適用する防汚塗料の開発とその評価 農業・漁業用具製造業
高松 宏行

木須 一正

機能性釉薬を活用した陶磁器製品の商品開発 陶磁器製造業
狩野 伸自

木須 一正

アウトドア用陶磁器製品のデザイン開発 陶磁器製造業
依田 慎二

石原 靖世

機能性食器の開発 陶磁器製造業
吉田 英樹

久田松 学

耐熱陶土およびそれを用いた製品の開発 陶磁器卸売業

吉田 英樹

稲尾 恭敬

久田松 学

山口 英次

小林 孝幸

岩永 省吾
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開 発 課 題 共同研究者 担当者

防汚塗料の開発 特殊車両製造業

塗料製造業

高松 宏行

吉田 英樹

湿度応答型変色塗料の開発
特殊車両製造業

塗料製造業

高松 宏行

友池 知郁

ユーザーの起点の食器以外の製品開発 陶磁器製造業
桐山 有司

友池 知郁

ユーザーや市場を起点とした食器以外の製品開発
陶磁器卸売業

陶磁器製造業

桐山 有司

友池 知郁

上絵具における多色化の効率的な探索 上絵組合

吉田 英樹

稲尾 恭敬

山口 英次

小林 孝幸

岩永 省吾

機能性色釉薬を活用した製品の開発
窯業資材製造業

陶磁器製造業
狩野 伸自

未利用資源の有効活用技術の開発 採石業

秋月 俊彦

木須 一正

増元 秀子

県産品の商品開発におけるユーザー起点でのデザインの研究 活水女子大学
桐山 有司

友池 知郁

県産品の商品開発におけるマーケティング調査研究 長崎県立大学
桐山 有司

友池 知郁

 

５．共同研究・はりつき支援事業等による設備機器の使用と試験実績 

設備機器の使用実績

機 器 名 件数 機 器 名 件数

粉末Ｘ線回折装置 軸モデリングマシン

電気炉 圧力鋳込み装置

乾燥機 耐圧試験機

簡易放射率計 琢磨機

マルトーカッター 大型 モデリングマシン

自動焼成ガス炉（ 、 、 ） 混練機

撹拌装置 耐火度

還元用電気炉 振動篩

ポットミル 恒温恒湿

元素分析計 遊星ボールミル

擂潰器

合 計
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試験実績

項 目 令和 年度 令和 年度

熱膨張

定性分析

遠赤外線放射率

白色度

電子顕微鏡

Ｘ線分析顕微鏡

図案調整

粒度試験

定量分析
（内 件は、はりつき支援事業の溶出試験） （内 件は、はりつき支援事業の溶出試験）

熱衝撃強さ

による型データ加工

Ｘ線回折

圧縮強さ

膜厚計

熱伝導率測定装置

自記分光光度計

その他

合 計

６．技術開発支援 
  企業が国、県、財団等の補助金を受けて行う技術開発に対して、開発支援機関として参画し、技術的支援や

助言を行っている。 

支 援 課 題 地域循環モデル構築をベースとした地域価値創造事業

実 施 者 波佐見町

事 業 名 令和 3年度 地域再生マネージャー事業（地域総合整備財団（ふるさと財団））

目的・内容

　地域内循環を目的とし廃石膏型のリサイクル、有効活用に向けた取り組みおよびサステ
ナブルブランドを構築するための検討を行った。また、各種会議への出席および技術的に
支援を行なった。
・廃石膏リサイクル構築に向けた関係者検討会議： 回（ 、 、 、 、 ）
・サステナブルブランド協議会： 回（ 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 ）

担 当 者 山口典男、吉田英樹
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支 援 課 題 消火塗料の開発

実 施 者 （株）ナカムラ消防化学

事 業 名 令和 年度ナガサキ地域未来投資促進ファンド事業（（公財）長崎県産業振興財団）

目的・内容
新規な消火塗料の開発を目的として、塗料の試作および消火能力評価について支援を行な
った。また、製品化された場合のパッケージデザインおよび販売戦略について助言した。

担 当 者 高松宏行、桐山有司

７．産業財産権等 
総括表                                                       令和 年 月 日現在

出願数
出願形態 登録後権利継続数

（登録手続中を含む）
権利中断数

単独 共同

特 許

実用新案

意 匠

合 計

年度出願分（既登録分含む） 
名 称 発明者・考案者・創作者 出 願 日 出願番号

塗料組成物及び塗料組成物の製造方法

高松 宏行、吉田 英樹

林田 雅博＊、白濵 毅＊ 
中村 康祐＊＊、中頭 徹男＊＊

アーテック

ナカムラ消防化学

特願

土鍋

依田 慎二、石原 靖世

樋渡 常司＊

藍染窯

意願

調理用陶板

石原 靖世、依田 慎二

樋渡 常司＊

藍染窯

意願

 
これまでに出願した産業財産権（存続分のみ）

名 称 発明者・考案者・創作者
出 願 日 公開番号

備 考
出願番号 登録番号

生理活性機能をもつ粘土鉱
物系複合材料の製造方法

阿部 久雄、木須 一正
田栗 利紹＊ 、他 名

衛生公害研究所

特開
登録

特願 特許第 号

高強度陶磁器製食器
（国内優先権主張出願）

秋月 俊彦、小林 孝幸
木須 一正、山口 英次

特開
登録

特願 特許第 号

リン吸着材 高松 宏行、阿部 久雄
特開

登録
特願 特許第 号

粘土鉱物系複合材料とその
製造方法
（国内優先権主張出願）

阿部 久雄、高松 宏行
木須 一正、他 名

特開
登録

特願 特許第 号
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名 称 発明者・考案者・創作者
出 願 日 公開番号

備 考 
出願番号 登録番号

電子レンジを用いて加熱し
て使用するあんか（加熱・
保温具及びその製造方法）

阿部 久雄、浦川 真二＊

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

特開
権利消滅

特願 特許第 号

粘土鉱物系抗微生物材料、
その製造方法及び用途

阿部 久雄、田栗 利紹＊

松尾 和敏＊＊、他 名
衛生公害研究所

総合農林試験場

特開
登録

特願 特許第 号

中性子検出用シンチレータ
及び中性子測定装置

吉田 英樹、他 名
特開

登録
特願 特許第 号

蓄光性複合材 吉田 英樹、他 名
特開

登録
特願 特許第 号

遠赤外線高放射皮膜により
冷却効果を高めたアルミニ
ウム基材及びその製造方法

山口 典男、小田 陽一＊

池田 利喜夫＊

イネックス）

特開
登録

特願 特許第 号

耐熱製品及びその製造方法
秋月 俊彦、梶原 秀志
小林 孝幸、山口 英次
他 名

特開
登録

特願 特許第 号

リン除去材 高松 宏行、阿部 久雄
特開

登録
特願 特許第 号

低熱膨張陶磁器製品
秋月 俊彦、小林 孝幸
木須 一正、山口 英次

特開
登録

特願 特許第 号

成形用組成物
阿部 久雄、増元 秀子
松田 晋太郎＊

（ 環境テクノス）

特開
登録

特願 特許第 号

リン除去材 高松 宏行、阿部 久雄
特開

登録
特願 特許第 号

光触媒
狩野 伸自、馬越 啓介＊

（ 長崎大学大学院）

特開
登録

特願 特許第 号

中和殿物を原材料に含む脱

硫化水素剤およびその製造

方法

阿部 久雄、辻 誠＊

（ 株式会社 日本リモナイト）

特開
登録前

特願

燭台
依田 慎二、馬渡 清光＊

（ アポロ興産株式会社）
登録

意願 意匠第 号

導電性輻射放熱被膜の作製

方法とその製品
山口 典男

特開
登録前

特願

金属捕捉剤を活用した機能

性材料及びその製造方法

（国内優先権主張出願）

狩野 伸自、木須 一正

増元 秀子、山口

特開
登録前

特願

高機能陶磁器
秋月 俊彦、小林 孝幸

木須 一正、山口 英次
登録前

特願

銅材料製の放熱部材および

その製造方法
山口 典男 登録前

特願

典男
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Ⅲ．技術支援業務 
１．はりつき支援

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事業概要

本事業は、企業の生産現場で発生する製品の欠点や、緊急的対応が必要な技術的課題及
び商品開発におけるデザイン上の問題などに対し、職員を企業に派遣して問題解決に取り組
み、継続的な支援を行うことによって企業における品質管理や付加価値の高い商品開発力の
向上を図る。

実施内容

技術的解決・デザイン支援

企業に欠点発生などの早期対応を必要とする技術的課題が生じた時に、職員を派遣し、

共同で品質管理や工程管理に必要なデータを収集、分析し、問題解決を図ることを目的と

して実施している。また、製品開発における製造技術や製品の表現技術・デザインなどに

ついて支援を行う。

令和 年度は、以下の 件の課題について支援を行った。
①鋳込み成形品のピンホール防止に関する技術支援
②貫入対策に関する技術支援
③釉薬の剥離に関する技術支援
④上絵転写の剥離防止に関する技術支援
⑤異物成分と付着原因の解明に関する技術支援
⑥成形品の変色に関する技術支援
⑦洗面鉢の釉薬に関する技術支援
⑧上絵付製品に関する技術支援
⑨焼成炉に関する技術支援
⑩転写紙を使用した製品に関する技術支援
⑪そばちょこ製品に関する技術支援
⑫ローラーハースキルンの温度分布把握支援
⑬気泡の残留及び顔料の分散状態把握
⑭ローラーハースキルンの温度分布把握支援

陶磁器製食器の溶出試験の支援

陶磁器製食器の鉛溶出基準については、国内基準（食品衛生法）が国際標準化機構

の基準と同様の内容に改正された。

このため、現行の上絵付製品を試料として鉛・カドミウム溶出試験を実施し、国内基準

への適合が維持されるよう技術上の支援を行った。令和 3 年度は、以下のとおり実施した。

検体数／ 企業数

月 点 ／ 企業

月 点 ／ 企業

合計 点 ／ 企業
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２．技術相談  

相 談 内 容
相 談 件 数

令和 年度 令和 年度 平成 年度

原料・素地（陶土）関係

釉薬（原料・絵具を含む）関係

成形技術

装飾技術関係（加飾・転写・上絵技術）

乾燥・焼成・窯炉関係

石膏型関係

品質（欠点防止）工程管理関係

デザイン全般

ニューセラミックス関係

新材料関連

評価試験方法

環境・リサイクル関係

その他

合 計

 

３．関係機関・団体等への支援・協力

事業名 内 容 担当者 支援・協力先

食品開発支援センター支援 食品開発支援センターのチラシのデザイン 桐山 有司 工業技術センター

知的財産活用支援事業
知財・特許のビジネス活用支援のチラシのデ

ザイン
桐山 有司 （一社）長崎県発明協会

長崎県発明くふう展
発明くふう展のチラシ及びポスターのデザ

イン
桐山 有司 （一社）長崎県発明協会

県民表彰（特別栄光賞）

令和 年度県民表彰における本県出身のオリ

ンピック、パラリンピックメダリストへ授与

される特別栄光賞 記念陶板の製作

長崎県総務部秘書課

長崎県公設試特許・技術

シーズ活用支援

長崎県公設試特許・技術シーズ集表紙のデザ

インおよび編集

桐山 有司

高松 宏行

友池 知郁

（一社）長崎県発明協会

長崎県政策デザイン会議 長崎県政策デザイン会議の参加支援 桐山 有司 長崎県企画部 政策企画課

ダブルリボンバッジの製作 ダブルリボンバッジの台紙のデザイン 桐山 有司
長崎県男女共同参画

推進センター

オープンスクールポスタ

ー製作
ポスター製作に関わるデザインの支援 桐山 有司 県立波佐見高等学校

 
 
   
 

桐山

友池

石原

山口

小林

有司

知郁

靖世

英次

孝幸
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４４．．企企業業訪訪問問  
陶磁器関連

目 的
波佐見・三川内地区の窯元および長崎県内の陶磁器関連企業を訪問して、企業が抱え

る技術的課題の解決、センターに対するニーズの把握を行う。

期 日 令和 年 月～令和 年 月

訪問企業数 社（波佐見・三川内地区の窯元）

概 要

当センターが取り組んでいる人材養成事業などの各種事業の紹介とともに、技術上の

問題点や生産状況、センターへの要望に関する聞き取り調査を行った。技術上の問題点

や課題については、現場で迅速な解決を図り、解決が困難なものは持ち帰って試験・分

析を行い問題解決の支援を行った。また、要望により「はりつき支援事業」や「共同研

究」を実施した。

無機材料関連

目 的

無機材料・プロセス研究会会員企業や、当センターとの交流が期待される県内企業等

を訪問し、企業の課題やニーズを調査するとともに、センターの業務を紹介し、利用促

進を図る。

期 日 令和 年 月～令和 年 月

訪問企業数 件／ 社（地域別）東彼・県央地区 社、佐世保地区 社、長崎地区 社

概 要

県内外の企業を訪問し、当センターの依頼試験、技術相談、共同研究制度など技術支

援業務を紹介するとともに、企業の技術的課題等について聞き取りを行った。また、無

機材料・プロセス研究会の参加企業については、今後の研究会活動への要望などを中心

に聞き取りを行い、課題によっては共同研究等を実施した。

デザイン関連

目 的

波佐見焼の最新トレンドを反映した新商品の開発と販路拡大を目的に、「テーブルウェ

ア・フェスティバル」等へ出展する企業に対して、商品開発のデザイン及び技術的な支

援を行う。

期 日 令和 年 月～ 月

訪問企業数 社（波佐見陶磁器工業協同組合の窯元のうち事業に参加する企業）

概 要
専門家とともに参加企業を訪問し、参加企業の新商品開発について、デザイン面、技

術面から支援を行い、内容によっては、図案調整等の依頼業務で対応した。

５５．．技技術術支支援援成成果果等等  
商品化・製品化に至った成果

成 果 名 内 容 制 度 企業・団体等

土鍋 製品の設計 共同研究 陶磁器製造業

調理用陶板 製品の設計 共同研究 陶磁器製造業

干支 技術による製品化支援 技術相談 陶磁器卸売業

オブジェ 技術による製品化支援 技術相談 陶磁器卸売業

建築物案内陶板 技術による製品化支援 技術相談 陶磁器製造業

ランプシェード 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器卸売業

楕円皿 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業
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成 果 名 内 容 制 度 企業・団体等

グラタン皿 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業

コーヒーマグ 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業

人形 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業

手付きボール・皿 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業

タイル 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業

耐熱製品 製造技術の支援による商品化 技術相談 陶磁器製造業

皿 製造技術の支援による商品化 共同研究 陶磁器製造業

バッジ 製造技術の支援による商品化 技術相談 協同組合

置物 製造技術の支援による商品化 技術相談 石膏型製造業

抗菌食器（極み飯碗） 抗菌技術を活用した製品開発 共同研究 陶磁器卸売業

抗菌食器（極み飯碗） 抗菌技術を活用した製品開発 共同研究

 
Ⅳ．依頼業務 
１．依頼試験件数・手数料収入状況 

依頼試験件数の推移

試験項目
令和 年度 令和 年度 平成 年度

件数 金額 円 件数 金額 円 件数 金額 円

耐 火 度

吸 水 率

収 縮 率

定 性 分 析

定 量 分 析

応 用 試 験

図 案 調 整

原 材 料 等 調 整

製 品 設 計

（ による型データ加工）

成績証明書謄本交付手数料

合 計

抗菌釉薬（
α釉クリア

） 県内企業の抗菌・抗カビ剤を活用したこと
による商品化 共同研究 窯業・原材料α釉マット
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応用試験の内訳

試 験 項 目 件 数 金 額（円）

鋳 込 泥 漿 調 整

溶出試験（鉛またはカドミウム）

焼成試験（ガス窯 ㎥本焼）

 

２．開放設備機器利用状況 

開放設備機器利用状況の推移

令和 年度 令和 年度 平成 年度

件 数 金 額（円） 件 数 金 額（円） 件 数 金 額（円）

開放設備機器利用状況の内訳（令和 年度）

設 備 機 器 件 数 設 備 機 器 件 数

電気炉（ 以上） 大型 モデリングマシン

自動焼成ガス炉（ ㎥） 撹拌装置

電気炉（ 未満） ポータブル スキャナ

自動焼成ガス炉（ ㎥） 蛍光 線分析装置

粉末固着 プリンタ 粉末 線分析装置

走査型電子顕微鏡 自動焼成ガス炉（ ㎥）

還元用電気炉 真空土練機

真空撹拌機 偏光顕微鏡

走査型電子顕微鏡用

エネルギー分散型 線分析装置
乾燥機（ハイテンプオーブン）

サンドブラスト機 乾燥機（内容量 リットル）

平面研削盤 ダイヤモンドカッター

高精度 プリンタ ボールミル（ ㎏～ ㎏）

石膏型ロクロ その他

合 計

熱 衝 撃 強 さ

熱 膨 張

遠 赤 外 線 放 射 率

そ の 他

合 計
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公的機関からの依頼試験・設備機器利用

（ ）長崎県窯業技術センター条例第 条の規定により、手数料が減免された依頼試験の依頼状況

項目 依頼者 件数

遠赤外線分光放射計
鹿児島県工業技術センター 地域資源部シラス研究開発室

（令和 年 月 日）
件

 
Ⅴ．技術者養成 
１．技術人材養成事業 

技術研修事業

〔目的〕新製品の開発や生産技術の向上を図るため、企業の技術者や後継者を受け入れて研修する。

研 修 内 容 研 修 期 間 事 業 所 名 担当者

フォトショップ及びイラストレー
ターの技術取得

令和 年 月 日～ 月 日

陶磁器製造業

桐山 有司 

下・上絵加飾技術 令和 年 月 日～ 月 日
吉田 英樹 
稲尾 恭敬 

釉薬原料の性質と調合式 釉調合
の実際と証明

令和 年 月 日～ 月 日 個人 吉田 英樹

釉薬の調合技術
令和 年 月 日～ 月 日
（延長 回）

生地製造業 吉田 英樹

機械ろくろのヘラ作り 令和 年 月 日～ 月 日 陶磁器製造業 小林 孝幸

機能性加工液の製造方法 令和 年 月 日 窯業・土石製品製造業 狩野 伸自

走査型電子顕微鏡および走査型電子
顕微鏡用エネルギー分散型Ｘ線分析
装置の操作研修  

令和 年 月 日 素材関連製造業 高松 宏行

走査型電子顕微鏡および走査型電子
顕微鏡用エネルギー分散型Ｘ線分析
装置の操作研修

令和 年 月 日 素材関連製造業 高松 宏行

走査型電子顕微鏡および走査型電子
顕微鏡用エネルギー分散型Ｘ線分析
装置の操作研修

令和 年 月 日 精密機器製造業 高松 宏行
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セミナー事業
〔目的〕技術情報、デザイン情報の迅速な提供及び技術革新に対応できる意識改革を図るためセミナー

等を実施する。

テーマ デザイン導入経営支援セミナー

期 日 令和 年 月 日、 月 日、 月 日

タイトル 「実践！ ビジネス活用セミナー」

概 要

近年、特に普及・拡大している をテーマに、日々変わりゆく 戦略を分析・活
用し、情報発信のそのものをデザインしていくことがこれからの企業経営にとっていか
に重要な戦略となるかということについて、 回のシリーズでセミナーを開催した。
日目は、 についての基礎的な講義と自社の強みや得意とすることの再確認につい
て。 日目は、参加者を 、 人のグループに分け、県内企業を事例にディスカッショ
ンを行い、 日目は、参加者の に対する悩みや疑問を踏まえ、自社の をベース
に他社と繋がっていく方法や顧客をもっと増やすための方法について、さらに応用編と
して 広告についての講義を行った。参加企業の の活用頻度は様々であったが、
あらためて を理解することができ、今後の自社の広報戦略やビジネス拡大のヒント
を得ることができた。

講 師 渡辺和博氏、田浦健吾氏（戦略デザインファクトリー）

受講者
名（延べ）

（オンライン）
担当者 戦略・デザイン科 友池 知郁、桐山 有司

テーマ
持続可能な生産活動のススメ
① 基調講演 「国内における の動きと新たなビジネス」
② 事例紹介 「波佐見町における の取り組み」 

期 日 令和 年 月 日

概 要

① 年の持続可能な成長宣言から、 年の 、 年の など、サステナブルを巡
る歴史的変遷についての説明。さらに、 の内、ゴール （持続可能な消費と生産）と、ゴ
ール （気候変動）に焦点を絞り、ビジネスモデルの説明や、日本の大手企業による具体的な
取り組み事例についてご講演いただいた。
②数年前から波佐見町が中心となり、 の取り組みが行われてきた。講師の河野氏はコンサ
ルとして参画し、これまでは廃棄処分されていた廃石膏を、セメントと混合した白い壁や、土
壌改良材として農耕地へ散布するなど有効利用を図ってきた。さらに収穫した米粉でクッキー
を作り、陶磁器の容器とコラボで販売するなど成功事例についてご紹介いただいた。

講 師
① 壁谷 武久氏（一般社団法人サステナブル経営推進機構 専務理事）
② 河野 公彦氏（ 合同会社 代表）

受講者 名（オンライン） 担当者 環境・機能材料科 秋月 俊彦、高松 宏行
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教育訓練

〔目的〕人材の育成と技術力向上を図ることを目的に陶磁器製造技術、品質管理、デザイン、 の活用

方法等をテーマとして、休業中の従業員に対して経済産業省雇用調整助成金制度に基づく教育訓

練を実施する。

※企業数のみこれまでに契約した企業数

企業数 回数 のべ人数

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合計  ※
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Ⅵ．情報提供

１．刊行物

刊 行 物 名 内 容 発 行

技術情報誌

「 窯 」

研究紹介、技術情報、お知らせ
● 号

○巻頭言： 所長 宮本智美
○ ：「センターのあの装置、実はこんなことにも使えます！」

発想の転換！センターウラ技活用術！
環境・機能材料科 秋月俊彦 ／ 陶磁器科 稲尾恭敬

○ ：－持続可能な環境ビジネスを目指して－

「窯・農を支える 廃石膏型活用の可能性　環境・機能材料科　山口典男

：－欠点の原因と対策－

「見えない欠点を探せ！」 陶磁器科 吉田英樹

○ ：令和 年度 新規研究テーマの紹介

①陶磁器関連製造技術を活用した多孔質素材の開発

環境・機能材料科 山口典男

②高機能セラミックス製品の プリンティング技術開発

戦略・デザイン科 依田慎二

○ ：新規導入設備の紹介
乾式自動密度計：環境・機能材料科 秋月俊彦

○ ：
①令和 年度 研究成果発表会を開催しました
研究企画課 依田慎二

②「長崎デザインアワード 」募集のお知らせ
戦略・デザイン科 桐山有司

○職員紹介「よろしくお願いします。」
所長 宮本智美 ／ 陶磁器科 岩永省吾

● 号
○巻頭言： 所長 宮本智美
〇 ：「実践！ 活用術！」

活用セミナーの開催とセンターの活用事例
①「実践！ ビジネス活用セミナー」の開催
②センター の活用事例 の活用

戦略・デザイン科 友池知郁・桐山有司
○ ：新シリーズ センター特許・シーズ集

特許シーズ① 高強度陶磁器製品
特許シーズ② 耐熱製品及びその製造方法

環境・機能材料科 秋月俊彦
○ ：新規導入設備の紹介
①分光測色計：陶磁器科 稲尾恭敬
②除湿乾燥機：陶磁器科 吉田英樹
③版下出力装置：戦略・デザイン科 友池知郁
④全自動ガス吸着量測定装置：環境・機能材料科 山口典男

○ ：
①「持続可能な生産活動のススメ」をテーマにオンラインセミナーを
開催しました 環境・機能材料科 秋月俊彦

②「長崎デザインアワード 」の選定結果について
戦略・デザイン科 桐山有司

③紹介・掲載されました

判 ページ

発 行 月

月（ 号）

月（ 号）

発行部数

部
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業務報告

〇概要（沿革、業務内容、組織、職員配置、決算、土地建物、設備等）
〇研究業務（研究、発表、産業財産権等）
〇技術支援業務（技術相談、企業訪問等）
〇依頼業務（依頼試験、開放設備）
〇技術者養成（人材養成事業、研修受入）
〇情報提供（原稿依頼、刊行物等）
〇その他（意見交換会、一般公開等） 【資料】窯業・土石製品出荷額

判 ページ

発行月： 月

発行部数： 部

研究報告

○経常研究 件
①「表面剥離型防汚材料に関する研究」高松 宏行・吉田 英樹
②「県内の無機材料を活用した抗菌・防カビ剤の開発」山口 典男・狩野 伸自・

木須 一正・増元 秀子
③「 プリンタを利用した陶磁器生地造形技術の開発」依田 慎二・秋月 俊彦
④「デザインを活用した県産品の競争力強化のための商品開発支援の研究

その 」桐山 有司、友池 知郁
⑤「可塑性原料の探索とそれを用いた陶磁器素材の開発 その 」吉田 英樹・

稲尾 恭敬・（窯業技術センター元職員）武内 浩一

○共同研究

⑥「水で油汚れが落ち易い陶磁器の開発」秋月 俊彦・木須 一正・

（株式会社和山）廣田 和樹

〇研修

⑦「天草陶土の物性を把握するための基礎研究」浦郷 寛康

〇学協会誌等への掲載（転載） 件

判 ページ

発行月： 月

発行部数： 部

 
２．ホームページによる業務紹介

目 的 窯業技術センターの業務や活動内容を多くの人々に周知する。

ア ド レ ス

アクセス件数

トップページへのアクセス数： 件
総アクセスページ数： 件

期間：令和 年 月 日～令和 年 月 日

 
３．インスタグラムへの投稿

目 的 窯業技術センターの技術情報や魅力ある長崎のやきものについて発信する。

ア カ ウ ン ト

アカウント情報

投稿数： 件
フォロワー数： アカウント
フォロー数： アカウント

期間：令和 年 月 日～令和 年 月 日

 

Ⅶ．その他の業務 
１．業界団体等との意見交換会

団 体 名 期 日（場所） 出 席 者 内 容

波佐見焼振興会ほか関係
団体等

宮本 智美、永石 雅基、
依田 慎二

各種事業、催事の情報交
換・調整

令和 3年　　　4月 13 日

15 月 14 日、16 月 15 日

17 月 13 日、18 月 18 日

19 月 17 日、10 月 13 日

11 月 16 日、12 月 16 日

令和 4年　　　1月 20 日

　　　　  （波佐見町陶芸の館）

13 月 15 日（窯業技術センター）
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波佐見陶磁器工業協同組合 令和 年 月 日

組合 名
宮本 智美、永石 雅基
桐山 有司、秋月 俊彦 
吉田 英樹、依田 慎二

所内見学、業務紹介
意見交換

長崎県陶磁器卸商業協同組合 令和 年 月 日

組合 名
宮本 智美、永石 雅基
桐山 有司、秋月 俊彦 
吉田 英樹、依田 慎二

所内見学、業務紹介
意見交換

三川内陶磁器工業協同組合 令和 年 月 日

組合 名
宮本 智美、永石 雅基
桐山 有司、秋月 俊彦 
吉田 英樹、依田 慎二

所内見学、業務紹介
意見交換

２．施設見学者数 
見学者数の推移

年 度 令和 年度 令和 年度 平成 年度

件 数

見学者数

主な見学者・団体名（研修を除く）

見 学 者・団 体 名 人数 見 学 日

県内自治体等関係 令和 年 月 日 

県内自治体等関係 令和 年 月 日 

県内自治体等関係 令和 年 月 日 

長崎新聞社 令和 年 月 日 

環境保健研究センター 令和 年 月 日 

県内陶磁器商社 令和 年 月 日

波佐見町役場 令和 年 月 日

県北振興局 令和 年 月 日

県内ベンチャー企業 令和 年 月 日 

産業振興財団 令和 年 月 日 

中部大学 令和 年 月 日 

近畿大学 令和 年 月 日 

大阪大学 令和 年 月 日 

波佐見高校 令和 年 月 日 

有田町陶磁器製造業等 令和 年 月 日

大手ガラスメーカー 令和 年 月 日

三重県陶磁器関連企業等 令和 年 月 日

県内陶磁器商社 令和 年 月 日

鹿児島県工業技術センター 令和 年 月 日
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波佐見陶磁器工業協同組合 令和 年 月 日

長崎県陶磁器卸商業協同組合 令和 年 月 日

波佐見焼振興会 令和 年 月 日

三川内陶磁器工業協同組合 令和 年 月 日





【資料】

長長崎崎県県のの窯窯業業・・土土石石製製品品出出荷荷額額

平成 （ ）年 月～ 月

項 目
企業数

（社）

従業員数

（人）

出 荷 額

（百万円）

出 荷 額

対前年比（％）

ガラス・同製品製造業 ― ― ―

セメント・同製品製造業 ― ― ―

生コンクリート製造業

コンクリート製品製造業

―
― ―

陶磁器・同関連製品製造業 ―

陶磁器製和飲食器製造業

陶磁器製洋飲食器製造業

陶磁器製台所・調理用品

陶磁器製置物製造業

陶磁器絵付業

陶磁器用はい（坏）土製造業

その他の陶磁器

―

―

―

―

―

―

― ―

－

－

骨材・石工品等製造業 ―

砕石製造業

再生骨材製造業

石工品製造業

鉱物・土石粉砕等処理業

―
―
―
―

その他の窯業・土石製品製造業 ―

石こう（膏）製品製造業

うわ薬

他に分類されない窯業・土石製品製造業

―
―
― ―

項 目
企業数

（社）

従業員数

（人）

出 荷 額

（百万円）

出 荷 額

対前年比（％）

窯業・土石製品製造業合計

資料は経済産業省「 年工業統計表 品目別統計表データ」より従業員 人以上の事業所の出荷額

を転載。

窯業・土石製品製造業合計の欄のみ同調査の製造業に関する集計 長崎県版（確報）資料 （産業中分

類別）より転載した。

 










